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「子供の森」計画参加校のモニタリング。妻（研修センター勤務時代に出会っ
た元研修生）も市役所に勤務し、オイスカ活動をサポートしてくれている

故池田先生（後列左）と村の子どもたちとパマンサラン研修センター
周辺で植林するリエル（前列左）

　私は今、フィリピン・ミンダナオ島のディポ
ログ市役所で働いています。昔からオイスカを
支えてくださっている会員の皆さんは、ミンダ
ナオやディポログと聞くと故池田廣志氏を思い
出す方も多いのではないでしょうか。
　日本での研修を終えて帰国してから、ディポ
ログ市の山の方にあるパマンサラン研修センタ
ーで農業指導を続けていました。このセンター
には、毎年池田先生が多くの日本人学生やボラ
ンティアを受け入れていましたから、地元の青
年だけではなく日本人の青年の指導にも長く携
わってきました。池田先生から直接教えてもら
いながら活動できたことを今でも誇りに思って
います。
2014年に池田先生がお亡くなりになってか

ら、この地でのオイスカ活動は停滞していまし
たが、OBたちはそれぞれの地元で農業に関わ
る仕事を続けながら地域に貢献したいと考えて

きました。今年、ディポログ周辺のOBたちが
集まり、何か活動を再開させたいと話し合い、
２月に有機農業のセミナーを実施することがで
きました。これからも人々のために尽くしてき
た池田先生の思いを忘れることなく、OBたち
が協力してオイスカの活動を続けていきます。
　今、パマンサランをはじめとするかつての植
林地は大きな森になっています。かつてこの地
を訪れ、木を植えてくださった皆さん、ぜひ再
訪して森が蘇った姿を見てください！

池田先生の思いを紡いで

リエル・カエルマレ（62）
愛称 ： リエル

■出身国　フィリピン
■研修歴　西日本研修センター／

農業一般コース（1990年2月～91年3月）
■現在の職業　市役所職員（農林課）

ディポログ周辺の
OBたちもみんな元気に
頑張っています！

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今を紹介します。OB &OG
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際協力NGO
です。現在、41の国と地域にネットワークを持ち活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

月
日
と
地
の
大
恩
を
知
る

　
「
人
は
月
日
と
地
の
大
厚
徳
で
生
き
る
。
月
日
と
地
の
有
り
難

い
守
護
の
許
に
地
上
に
生
ま
れ
、
火
と
水
の
力
で
日
常
生
活
に
欠

く
こ
と
の
な
い
衣
・
食
・
住
を
與
え
ら
れ
、
月
日
と
地
を
離
れ
て

は
一
日
も
暮
ら
せ
な
い
。
こ
れ
を
基
準
と
し
て
人
は
生
活
す
る
。

太
陽
は
火
、
月
は
水
で
あ
る
。
月
の
働
き
に
よ
っ
て
、
満
潮
・
干

潮
が
起
こ
り
、
月
の
水
分
で
農
作
物
を
育
て
る
。
満
月
に
は
水
分

を
上
げ
、
暗
夜
に
は
水
分
を
下
し
、
調
節
を
と
り
、
必
要
な
だ
け

の
水
分
を
與
え
て
作
物
を
稔
ら
せ
る
。
こ
の
目
に
見
え
な
い
大
活

動
が
月
の
働
き
で
あ
る
。
大
地
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
気
を
合
わ

せ
、
地
の
気
が
起
こ
り
て
草
木
を
生
じ
、
森
羅
萬
象
悉
く
が
大
地

で
完
成
さ
れ
る
。
月
日
と
地
の
大
恩
に
よ
り
人
は
定
命
の
あ
る
限

り
続
く
。
火
は
大
地
と
水
と
の
対
象
で
光
と
熱
を
起
こ
す
。
月
は

大
地
と
火
の
対
象
で
水
の
働
き
が
起
こ
る
。
ま
た
大
地
は
火
と
水

に
よ
っ
て
人
群
萬
類
を
生
成
化
育
す
る
。
三
位
一
体
で
切
り
離
せ

な
い
。
如
何
な
る
不
潔
も
火
で
焼
却
し
て
清
め
る
。
水
に
よ
っ
て

洗
い
流
し
こ
の
世
を
清
浄
に
し
、
大
地
は
不
潔
な
も
の
を
抹
消
し

新
し
く
次
々
に
生
み
な
し
清
浄
に
す
る
。
こ
の
月
日
と
地
の
三
つ

の
働
き
で
如
何
な
る
も
の
で
も
清
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
人
も
死
し

た
る
肉
體
は
火
葬
に
し
て
土
に
帰
し
、
土
葬
に
し
て
土
に
帰
し
、

水
葬
に
し
て
土
に
帰
す
。
土
よ
り
生
ま
れ
て
土
に
帰
る
と
い
う
。

人
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
始
め
よ
り
終
わ
り
に
至
る
ま
で
、
月
日

と
地
の
厚
徳
に
よ
り
生
活
で
き
る
の
で
あ
る
」（
創
立
者
の
こ
と
ば
）

　

こ
れ
を
読
ま
れ
た
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
「
こ
ん
な
こ
と
誰
で
も

知
っ
て
い
る
よ
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
知
っ
て
い
る
だ

け
で
心
か
ら
の
感
謝
は
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
し
太
陽
が
な
く
な
っ
た
ら
何
日
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
か
、
と
調

べ
た
人
が
い
て
、「
時
間
的
に
は
瞬
時
に
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
の

時
間
で
人
類
は
死
に
絶
え
る
」
と
い
う
結
果
に
驚
愕
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
科
学
的
知
識
は
な
く
て
も
先
人
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
精

神
的
に
理
解
し
、
太
陽
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

創立者のことばを紐解く
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オイスカの海外・国内の
最新ニュースをご紹介します。OISCA NEWS
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中部日本研修センターの日常と西日本研修セン
ターのイベントの様子をまとめた取材映像に、
支部職員から高い関心が寄せられた

協約書を手にするFDBのガウンダー会長（左）
とオイスカの永石安明専務理事

国
内

国
内

国
内

調印式で署名をするビクター大臣（左）と中野総裁

2
0
2
5
年
12
月
4
日
、
都
内

で
開
催
さ
れ
た
オ
イ
ス
カ
全
国
支

部
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
支
部
会
長
や

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約
90
名
が

参
加
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
全
国
の

支
部
が
対
面
で
集
う
機
会
が
減
少

し
て
い
た
中
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動

へ
の
理
解
と
、
支
部
間
の
連
携
を

深
め
る
目
的
で
、
本
部
の
主
催
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
昨
年
オ
イ
ス
カ

の
理
事
に
就
任
し
た
映
像
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト（
元
N
H
K
国
際
放
送

局
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）
の
榎
原
美
樹
氏
が
講
演
。

国
内
2
研
修
セ
ン
タ
ー
で
自
ら
が

取
材
し
た
映
像
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、「
活
動
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
海
外
青
年
の
育

成
を
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
オ
イ

ス
カ
の
強
み
を
活
か
し
、
日
本
の

若
い
世
代
を
も
巻
き
込
ん
で
い
く

術
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
今
後
へ
の
期
待
と
課

題
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
第
2
部
で
は
、
各
支
部
や

海
外
で
の
活
動
、
国
内
で
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
本
部
と
西
日
本
研

修
セ
ン
タ
ー
が
事
例
を
紹
介
し
、

他
支
部
の
取
り
組
み
や
国
内
外
の

現
場
と
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
12
月
22
日
、
駐
日

パ
ラ
オ
共
和
国
大
使
館
で
、
パ
ラ

オ
政
府
農
業
・
水
産
・
環
境
省
と

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
の
基
本
協
約
の
調
印
式
が
行

わ
れ
、
同
省
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ビ
ク
タ
ー
大
臣
と
オ
イ
ス
カ
の
中

野
悦
子
総
裁
が
署
名
し
ま
し
た
。

　

協
約
は
、
パ
ラ
オ
政
府
か
ら
の

強
い
要
請
に
基
づ
き
、
日
本
や
第

三
国
の
オ
イ
ス
カ
の
研
修
施
設
に

パ
ラ
オ
の
青
年
を
研
修
生
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
同
国
へ
の

専
門
家
派
遣
に
よ
る
農
業
技
術
協

力
に
つ
い
て
な
ど
実
践
的
な
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
パ
ラ
オ
政
府
も

研
修
生
の
派
遣
費
用
を
往
復
分
負

担
す
る
な
ど
意
欲
的
な
姿
勢
を
み

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
ビ
ク
タ
ー
大

臣
は
「
農
産
物
を
全
面
的
に
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
体
制
か
ら
脱
却
し
、

環
境
に
優
し
く
持
続
的
な
生
産
を

目
指
し
た
い
」
と
の
意
思
を
表
明
。

オ
イ
ス
カ
の
目
指
す
方
向
性
と
合

致
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、

協
調
の
う
え
政
策
を
実
現
し
た
い

と
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
立
ち
会
っ
た
ピ
ー
タ

ー
・
ア
デ
ル
バ
イ
駐
日
パ
ラ
オ
大

使
か
ら
は
、
か
つ
て
オ
イ
ス
カ
が

現
地
で
運
営
し
て
い
た
研
修
施
設

の
再
活
用
や
オ
イ
ス
カ
の
現
地
組

織
の
強
化
な
ど
も
提
案
さ
れ
、
同

席
し
た
オ
イ
ス
カ
の
永
石
安
明
副

総
裁
も
賛
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
2
月
に
パ
ラ
オ
で

開
催
さ
れ
た
、
日
本
政
府
と
パ
ラ

オ
政
府
と
の
第
4
回
パ
ラ
オ
農
業

協
力
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

会
合
に
は
オ
イ
ス
カ
も
出
席
し
、

今
回
の
協
約
を
も
と
に
、
専
門
家

派
遣
に
よ
る
バ
ニ
ラ
栽
培
の
可
能

性
調
査
や
、
来
年
か
ら
の
研
修
生

受
け
入
れ
に
向
け
た
手
続
き
を
進

め
ま
し
た
。

　
　

啓
発
普
及
事
業

全
国
支
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

オ
イ
ス
カ
の
強
み
を
知
り
、
連
携
を
深
め
る
機
会
に

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ラ
オ
政
府
と
協
約
調
印

青
年
育
成
と
農
業
の
発
展
に
向
け
意
欲

2
0
2
6
年
2
月
7
日
、
フ
ィ

ジ
ー
開
発
銀
行（
F
D
B
）
と
オ

イ
ス
カ
と
の
間
で
、
訪
日
研
修
生

O
B
・
O
G
を
対
象
と
し
た
支
援

に
関
す
る
協
約
の
調
印
式
が
駐
日

フ
ィ
ジ
ー
大
使
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
F
D
B
は
、
国
内
の
農
業
を

中
心
と
し
た
産
業
や
、
中
小
企
業

な
ど
の
発
展
を
支
え
る
た
め
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
、
雇
用
の
創

出
、
地
域
の
発
展
の
促
進
に
よ
る

経
済
成
長
を
目
指
し
て
お
り
、
オ

イ
ス
カ
訪
日
研
修
生
O
B
で
あ
る

ダ
メ
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
ダ
ー
氏（
1

9
8
6
年
／
西
日
本
）
が
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
同
氏
の
働
き
か

け
で
、
オ
イ
ス
カ
と
そ
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
青
年
ス
ポ
ー

ツ
省
、
F
D
B
の
話
し
合
い
の
場

が
持
た
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
農
業
研

修
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
F
D

B
は
、
訪
日
研
修
生
O
B
・
O
G

を
対
象
に
、
農
業
経
営
へ
の
新
規

参
入
や
規
模
の
拡
大
な
ど
の
資
金

を
有
利
な
条
件
で
融
資
す
る
ほ
か
、

金
融
の
基
礎
知
識
や
事
業
管
理
に

関
す
る
研
修
機
会
の
提
供
も
決
定
。

訪
日
研
修
時
の
渡
航
費
支
援
な
ど

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

訪
日
研
修
生
の
帰
国
後
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

フ
ィ
ジ
ー
開
発
銀
行
と
協
約
締
結

農
業
経
営
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
拡
大
を
支
援



最新ニュースはこちらから
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国
内

四国研修センター修了式（右から2番目がアヌ）

海
外

各研修センターでは、日本からの訪問に合わせてたくさんのOB・OGが集まってくれた

キノコの菌床を手に事業を説明す
るジョコ氏（2001・08年委託研修／
花弁、菊栽培）

2
0
2
5
年
度
は
、
11
ヵ
国
・

地
域
22
名
の
研
修
生
が
、
各
研
修

セ
ン
タ
ー
で
一
年
間
研
修
に
励
み

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ

国
立
青
年
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
N

Y
S
C
）
の
推
薦
す
る
4
名
が
訪

日
研
修
生
と
し
て
来
日
し
、
農
業

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
、

か
ね
て
よ
り
現
地
で
の
農
業
研
修

や
「
子
供
の
森
」
計
画
を
N
Y
S

C
と
協
働
で
行
っ
て
お
り
、
同
国

に
お
け
る
さ
ら
な
る
青
年
育
成
強

化
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
の
派
遣

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
、
四
国
研
修

セ
ン
タ
ー
の
ア
ヌ
が
昨
年
12
月
13

日
、
他
セ
ン
タ
ー
に
先
駆
け
て
開

か
れ
た
修
了
式
で
、
研
修
生
を
代

表
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ヌ
は
地
域
開
発
コ
ー
ス
で
の
約

10
ヵ
月
の
研
修
を
振
り
返
り
「
昨

年
2
月
に
日
本
に
来
た
時
は
、
と

て
も
寒
い
し
、
言
葉
も
話
せ
ず
大

変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
後
は
オ
イ

ス
カ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
挨
拶
。
式
に
は
50
名
を

超
え
る
出
席
が
あ
り
、
研
修
生
を

温
か
く
見
守
っ
て
き
た
会
員
や
支

援
者
を
前
に
、
今
後
の
活
動
へ
の

強
い
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
は
今

年
2
月
7
日
に
修
了
式
を
実
施
。

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
は
3
月
7

日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
今

年
2
年
目
の
研
修
に
入
る
中
部
日

本
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
を
除

く
16
名
が
、
順
次
帰
国
の
途
に
就

い
て
い
ま
す
。

　

な
お
来
年
度
の
研
修
生
と
し
て

13
ヵ
国
・
地
域
か
ら
28
名
が
す
で

に
来
日
し
て
お
り
、
研
修
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
26
年
度
も
、

引
き
続
き
研
修
生
へ
の
温
か
い
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

人
材
育
成
事
業

2
0
2
5
年
度
研
修
修
了
式
を
各
地
で
開
催

ス
リ
ラ
ン
カ
の
青
年
育
成
強
化
も
進
む

2
0
2
6
年
1
月
9
〜
16
日
、

オ
イ
ス
カ
本
部
職
員
お
よ
び
中
部

日
本
、
四
国
、
西
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
副
所
長
の
計
5
名
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
訪
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
研

修
を
修
了
し
た
O
B
・
O
G
の
取

り
組
み
や
、
各
地
で
の
緑
化
や
地

域
開
発
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
西
ジ
ャ

ワ
州
の
ス
カ
ブ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー

と
中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
カ
ラ
ン
ガ
ニ

ア
ル
研
修
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ

て
お
り
、
農
業
研
修
や
技
能
実
習

生
の
来
日
前
の
日
本
語
研
修
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
セ
ン
タ

ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
訪
日
研
修
生
、

技
能
実
習
生
数
は
累
計
で
約
6
0

0
名
に
上
り
、
現
地
セ
ン
タ
ー
の

修
了
生
と
も
に
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
と
な
っ
た
り
、
故
郷
で
農
業
や

建
設
業
を
営
む
な
ど
各
地
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
オ
イ
ス
カ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
局
の
協
力
を
得

て
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
各

地
で
約
1
0
0
名
の
O
B
・
O
G

と
面
会
し
ま
し
た
。
西
ジ
ャ
ワ
州

で
は
、
自
営
農
家
と
し
て
キ
ノ
コ

栽
培
を
行
う
ジ
ョ
コ
・
プ
ラ
セ
テ

ィ
ヨ
氏
を
訪
問
。
ジ
ョ
コ
氏
は
訪

日
研
修
修
了
後
、
ス
カ
ブ
ミ
研
修

セ
ン
タ
ー
勤
務
を
経
て
、
2
0
1

1
年
か
ら
キ
ノ
コ
の
菌
床
栽
培
の

研
究
に
取
り
組
み
、
事
業
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
道
の
り
に
つ

い
て「
日
本
で
学
ん
だ
農
業
経
営

の
知
識
や
、
働
き
方
へ
の
考
え
方

が
大
い
に
役
立
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
中
部
ジ
ャ
ワ
州

で
は
、
農
業
資
材
や
野
菜
の
苗
な

ど
を
販
売
す
る
ム
ル
シ
ッ
ト
・
バ

ス
キ
氏
が
、
農
家
を
支
え
る
存
在

と
し
て
信
頼
を
集
め
、
地
域
農
業

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
様
子
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
イ
ス
カ
が
各
地
で
行

う
緑
化
や
地
域
開
発
、「
子
供
の

森
」
計
画
の
現
場
で
は
、
訪
日
研

修
生
O
B
・
O
G
や
現
地
研
修
セ

ン
タ
ー
出
身
者
が
ス
タ
ッ
フ
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
住

民
と
協
力
し
、
地
域
が
直
面
す
る

課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
事
業
を

推
し
進
め
て
い
る
様
子
を
視
察
し

ま
し
た
。

1
9
7
5
年
に
オ
イ
ス
カ
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
動
を
始
め
て
か

ら
50
年
。
こ
れ
ま
で
輩
出
し
た
研

修
生
数
は
、
7
6
0
0
人
を
超
え

ま
す
。
こ
の
O
B
・
O
G
が
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
社
会
を
支
え
、
地

域
の
発
展
や
次
世
代
育
成
に
貢
献

し
て
い
る
姿
か
ら
、
オ
イ
ス
カ
の

人
材
育
成
の
意
義
や
、
国
内
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
再
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
O
B
・

O
G
を
通
じ
た
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
連
携
や
国
内
研
修
の
さ
ら
な
る

充
実
化
を
図
る
方
針
で
す
。

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

研
修
生
O
B
・
O
G
1
0
0
名
と
面
会

50
年
を
超
え
る
人
材
育
成
の
成
果
を
確
認
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富士山の森づくり活動に参加（2025年7月）

ヌエバエシハ研修センターにて（2025年9月）

呑んで！
おいしい地酒

当
推
進
協
議
会
の
会
員
が
参
加
す

る
機
会
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

心
に
合
わ
せ
た
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
小
さ
な
推
進
協
議
会

で
す
が
、
そ
の
分
会
員
同
士
が
親

し
い
関
係
を
築
い
て
お
り
、
会
合

に
は
夫
婦
で
参
加
さ
れ
る
会
員
も

多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
組
織
で
す
。
会
員
同
士
の

つ
な
が
り
の
強
さ
は
他
の
組
織
に

は
負
け
ま
せ
ん
。
今
年
も
み
ん
な

で
富
士
山
の
森
づ
く
り
へ
の
参
加

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
富
士

山
で
お
会
い
し
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
！

　

福
島
県
推
進
協
議
会
は
、
オ
イ

ス
カ
が
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し

た
2
0
1
0
年
度
に
福
島
県
支
局

か
ら
推
進
協
議
会
へ
と
改
変
さ
れ

ま
し
た
が
、
支
局
発
会
以
降
、
今

日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
、
幅
広
い
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
く
続
け
て
い
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
毎
年
７
月
頃
に
行
わ
れ

る
、
富
士
山
の
森
づ
く
り
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
で
す
。

福
島
県
か
ら
山
梨
県
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
向
か
い
、
研
修
生
や
他
の

支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

な
が
ら
活
動
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す
る
の
を
目
標
に
体
調
を
整
え

て
い
る
会
員
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
、

皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

昨
年
は
久
し
ぶ
り
に
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヌ
エ

バ
エ
シ
ハ
研
修
セ
ン
タ
ー
と
バ
ゴ

研
修
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
き
ま

し
た
。
オ
イ
ス
カ
が
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
国
際
協
力
の
現
場
を
直

接
訪
ね
、
現
地
で
活
躍
す
る
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
オ
イ
ス
カ

活
動
の
醍
醐
味
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
支
援

し
て
き
た
場
所
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
確
認
で
き
る
の

も
、
ツ
ア
ー
の
よ
い
点
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
推
進
協
議
会
独
自

の
海
外
ツ
ア
ー
以
外
に
も
、
本
部

が
企
画
し
た
海
外
の
行
事
な
ど
に

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

推進協議会概要

　福島県支局から2010年度に福島県推進協議
会に改編。福島県内の経済の中心である郡山
市に拠点を置き、現在は16名の会員と活動を
推進しています。小さな会ながらも活動には
夫婦や親子、きょうだいで参加する会員が多
く、オイスカ活動以外の場面でも結びつきが
強いのが特徴です。

規
模
は
小
さ
く
と
も
絆
の
強
さ
で
は

日
本
一
を
自
負
し
て
い
ま
す
！

今回は

福島県推進協議会

福島県推進協議会  会長兼事務局長

根本  守
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デイケアセンターの銘板を前にする会員の橋本さん。福島
県の郡山支局からの支援で建てられたことが書かれている

2024年秋から日本で働くメルビン君（前列右から2番目）。小学校での
記念植樹後、自分の名前の看板を立てて記念撮影

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
２
つ
の

研
修
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

福島県推進協議会事務局　根本明美

March 2026 OISCA ｜オイスカ便り

福島県の魅力が
伝わる

公式ポスター

2
0
2
5
年
9
月
1
〜
6
日
、

福
島
県
推
進
協
議
会
の
会
員
ら
6

名
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
。
過
去

に
、
郡
山
支
局
を
中
心
に
募
金
活

動
を
し
て
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
に
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
寄
贈
し
た
こ

と
が
あ
り
、
今
回
は
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か

を
視
察
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
の
目

的
と
し
て
現
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

前
回
の
訪
問
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
、
マ
ニ
ラ
の
発
展
ぶ

り
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
訪
問
し
た
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
訪
日
研
修
生

O
B
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ

て
お
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
農
場

を
は
じ
め
養
豚
や
養
鶏
な
ど
の
施

設
も
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
る
印
象

で
し
た
。

　

翌
日
訪
問
し
た
「
子
供
の
森
」

計
画
参
加
校
で
は
、
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
が
ゲ
ー
ト
の
と
こ
ろ
に
並

ん
で
歓
迎
し
て
く
れ
、
感
激
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
こ
ち
ら
の
お
国

な
ら
で
は
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。

幼
稚
園
児
か
ら
高
学
年
の
児
童
だ

け
で
は
な
く
、
先
生
、
し
か
も
近

隣
の
学
校
の
校
長
先
生
ま
で
も
登

場
し
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
だ
若
い
女
性
の
校

長
先
生
が
多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
そ
れ
が
当
た
り
前
な
の
だ
そ
う

で
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
の
目
的
の
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
。
就
学
前
の
子
ど

も
た
ち
が
通
う
保
育
所
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も

歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
催
し
て
く

れ
、
保
護
者
だ
と
い
う
女
性
た
ち

が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
の

で
す
が
、
な
ん
と
皆
さ
ん
こ
の
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
卒
業
生
な
の

だ
そ
う
。
村
で
育
っ
た
女
性
た
ち

が
、
自
分
の
子
ど
も
も
同
じ
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
通
わ
せ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が

2
世
代
に
わ
た
っ
て
村
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

実
は
今
回
、
会
長
の
会
社
で
受

け
入
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
青

年
、
メ
ル
ビ
ン
君
の
里
帰
り
も
実

現
さ
せ
よ
う
と
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

せ
、
彼
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
ネ
グ

ロ
ス
島
の
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
も

訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
メ
ル
ビ
ン

君
の
ご
両
親
や
恋
人
も
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
、
賑
や
か
な
夕
食
会
が

催
さ
れ
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
1
泊
2
日
の
駆
け

足
で
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
養
蚕
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
充
実
し
た
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
　「エンヤー会津磐梯山は宝の山ヨ

～」と民謡に歌われる磐梯山。

　　　　　　「朝寝、朝酒、朝湯が大

　　　　　　　好きな小原庄助さん」

　　　　　　　と、楽しい歌にもある

　　　　　　ように、たくさんの温泉

　　　　　　が福島にはあります。

　福島は縦に三等分にして、浜通り、

中通り、会津に分かれます。浜通りは

常磐ものと言われるヒラメ、イセエビ、

タコ、メヒカリと、新鮮な魚がたくさ

ん。中通りは果物が豊富で、夏には何

といっても桃！　甘くてとてもおいし

いです。そこから梨、ブドウ、りんご、

柿と続きます。会津には喜多方ラーメ

ン、ソースカツ丼、雪国ならではの郷

土料理こづゆ、にしんの山椒漬けなど

のご当地グルメが！

　そして、私の一番のおすすめはお酒

です。豊かな水と米に恵まれ、おいし

い地酒がたくさんあり、毎年品評会の

上位を占めています。

　小原庄助さんは朝寝、朝酒、朝湯で

身上を潰してしまいましたが、福島に

来たら、温泉と常磐物の魚においしい

地酒をぜひ召し上がってください！

歌、山、温泉、うまいものと地酒！

福島県提供
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2014年に植えた最初の植栽地のマツ（上写
真）は最大9mと見上げるほどになり、樹高
の計測も一苦労。15～20年にかけて植えた
マツも順調に生長し、上空からもその様子が
よく見て取れる

プロジェクトの
重要拠点！

オイスカ
名取事務所

仙台空港

2014年

2018年

2017年

2016年

2014年植栽地

2015年
2019・20年

名取市サイクル
スポーツセンター

2020年10月に復旧し、
再オープン。屋上から
は海岸林を見渡すこ
とができる

海岸林再生プロジェクト全景（2025年5月）

年代別
植栽地

2011年3月に発生した東日
本大震災。同年からオイ

スカは、宮城県名取市で
被災農家を中心とする

「名取市海岸林再生の会
」と共に、「海岸林再生プ

ロジェクト」を開始。以
降、地元林業事業体と

全国のボランティアの力
を得ながら、強い海岸防

災林を再生する取り組み
を今日まで継続していま

す。

育てた苗を植え、それが
さらに生長していく過程

で、プロジェクト地やそ
の周辺の街並みも

復興に向けて少しずつ変
化するだけでなく、震災

の経験を通して、日頃か
ら災害に備えることの大

切さも、

被災地を中心に発信され
るようになりました。“被

災” から “復興”、そして
“防災・減災” へ。

震災から15年が経つ今、
“守る未来” へ向けた意識

の高まりと、プロジェク
トのこれまでを紹介しま

す。

東日本大震災から15年
“守る未来”へのステップ

TOPIC

協定面積103.05ha
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被災直後の名取市海岸林。奥に仙台空港が見える

震災の経験を防災につなげる取り組みとして、「仙台
防災未来フォーラム」も開催されている。そのプログ
ラムの一環として、昨年オイスカの担当スタッフも
トークイベントに登壇した。今年も参加予定

※
国
連
主
催
の
国
際
的
な
防
災
戦
略
を
策
定
す
る
会
議
。

　

第
１
回（
1
9
9
4
年
）は
横
浜
、第
２
回（
2
0
0
5

　

年
）は
神
戸
と
い
ず
れ
も
日
本
で
実
施
さ
れ
た

作者の
ものえまいこさんは、

イラストレーターico.としても活躍。
「海岸林再生プロジェクト」の

広報イラストなども
手掛けています！

　
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
現

場
、
宮
城
県
名
取
市
の
ク
ロ
マ
ツ

海
岸
林
は
、
仙
台
藩
初
代
藩
主
伊

達
政
宗
が
領
内
へ
の
造
林
を
命
じ

た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
、

以
降
何
度
も
植
え
直
さ
れ
な
が
ら
、

潮
風
や
飛
砂
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
吹
く
冷
た
く
湿
っ
た
風
「
ヤ
マ

セ
」
か
ら
、
後
背
地
の
人
々
の
暮

ら
し
や
農
地
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
2
0
1
1
年
3
月

11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い

う
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
級
の

地
震
が
発
生
。
こ
の
地
震
に
よ
る

津
波
は
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
を
中
心
と
す
る
8
県
の
広
範
囲

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

東
北
各
地
の
海
岸
林
も
、
被
害
面

積
が
3
6
6
0
ha
と
甚
大
で
、
4

0
0
年
の
歴
史
あ
る
名
取
市
の
海

岸
林
も
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
、
政
府
、
民
間

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
・
復
興

支
援
が
行
わ
れ
る
中
、
オ
イ
ス
カ

は
海
外
で
の
長
年
の
森
づ
く
り
の

経
験
を
活
か
し
、
名
取
市
の
海
岸

林
再
生
を
構
想
。
地
権
者
で
あ
る

国
や
県
、
市
と
の
協
定
、
林
業
専

門
家
の
協
力
、
そ
し
て
地
元
農
家

の
方
々
の
理
解
を
得
て
、
ク
ロ
マ

ツ
の
苗
木
づ
く
り
か
ら
植
栽
、
そ

の
後
の
保
育
、
管
理
ま
で
を
行
う

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ

ま
し
た
。
11
〜
20
年
ま
で
の
10
ヵ

年
を
一
区
切
り
と
し
、
被
災
農
家

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
名
取
市

海
岸
林
再
生
の
会
」
と
の
連
携
の

も
と
、
海
岸
林
1
0
0
ha
の
再
生
、

50
万
本
の
苗
木
の
生
産
、
10
億
円

の
資
金
確
保
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

植
栽
地
に
は
、「
強
靭
な
防
災
林
」

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
マ
ツ

が
地
中
に
深
く
し
っ
か
り
と
根
を

張
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
国
が

盛
り
土
を
施
工
。
こ
の
植
栽
基
盤

が
造
成
さ
れ
た
場
所
に
、
オ
イ
ス

カ
は
14
年
か
ら
植
栽
を
開
始
し
、

20
年
度
末
ま
で
に
作
業
道
や
防
風

柵
を
除
く
72
・
46
ha
に
37
万
1
9

8
本
を
植
え
（
活
着
率
99
・
2
％
）、

寄
附
金
等
の
収
入
8
億
5
0
5
0

万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
14

年
に
植
え
た
最
初
の
マ
ツ
は
、
土

壌
の
違
い
に
よ
り
大
き
な
差
は
あ

る
も
の
の
、
7
年
間
で
平
均
2
3

4
㎝
の
生
長
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
初

の
10
年
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
中
、

災
害
の
傷
跡
を
色
濃
く
残
し
な
が

ら
も
、
周
囲
の
環
境
も
少
し
ず
つ

整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
宮
城

県
内
に
お
い
て
も
、
大
津
波
に
備

え
る
多
重
防
御
（
防
潮
堤
の
背
後

に
、
防
災
林
や
か
さ
上
げ
道
路
な

ど
の
減
災
機
能
を
持
つ
施
設
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
側
の
居

住
地
を
守
る
）
や
居
住
区
の
高

台
・
内
陸
移
転
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
の
も
と
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
仙
台
市
は
、
被
災
の
経

験
と
再
生
を
世
界
に
発
信
す
る
た

め
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
2
ヵ
月
後

に
国
連
防
災
世
界
会
議
の
誘
致
を

表
明
。
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
、

第
3
回
会
議
が
仙
台
市
で
開
か
れ
、

国
連
加
盟
国
1
8
5
ヵ
国
か
ら
の

代
表
団
6
5
0
0
人
以
上
が
、
力

強
く
復
興
す
る
東
北
地
方
の
様
子

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議

の
成
果
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
仙

台
防
災
枠
組
2
0
1
5

-

2
0
3

0
」
で
は
、
震
災
の
教
訓
も
取
り

入
れ
ら
れ
、
新
し
い
災
害
リ
ス
ク

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
既
存
の
災
害

リ
ス
ク
へ
の
多
角
的
な
減
災
対
策

を
進
め
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
協
力
し
て
社
会
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
な

ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
成
果
を
測
る
た
め
、
災
害
に

よ
る
死
亡
者
や
被
災
者
の
減
少
な

ど
、
世
界
規
模
の
具
体
的
目
標
が

初
め
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ

て
の
被
災
地
が
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
現
場
と
な
り
、
さ
ら
に

災
害
復
旧
だ
け
で
な
く
防
災
・
減

災
に
も
重
点
を
置
い
た
新
し
い
方

針
を
世
界
へ
発
信
す
る
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

被
災
か
ら
復
興
へ

被
災
地
か
ら
世
界
へ

防
災
意
識
の
高
ま
り

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
1
次
10
ヵ
年
計
画〈
2
0
1
1

-

20
〉

※

暮らしの中で備えよう

日々の防災意識が命を守る！

「はなちゃんとひなんくんれん」
さく・え  ものえまいこ／河北新報出版センター／B5変型判／1500円（税別）

名取市出身で、防災士の
資格を持つものえまいこ
さんによる、親子で読む
はじめての防災読本。お
母さんと小さな女の子は
なちゃんが、おうちで避
難訓練にチャレンジする
内容で、防災グッズや避
難時の行動など、ご自身
の被災経験をもとに「も
しもの時どう動くか、どう
備えるか」をイラストで
分かりやすく伝えていま
す。プロジェクト地にもほ
ど近い、名取市震災復
興伝承館でも販売され
ています。

購
入
は
こ
ち
ら

⬇
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伐ったマツを林外へ運び出すのも重労働。この
マツは国、県の負担のもと、再利用される

　

被
災
地
が
防
災
モ
デ
ル
の
拠
点

へ
と
あ
ゆ
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
全
て
の
植
栽
を

2
0
2
0
年
に
完
了
。
21
年
か
ら

は
、
よ
り
強
い
防
災
林
に
育
て
る

た
め
の
ク
ロ
マ
ツ
林
の
保
育
・
管

理
を
中
心
と
し
た
、
第
2
次
10
ヵ

年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
活
動
を
、
2
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
負
け
ず
、
あ
ら
ゆ

る
機
能
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
強

靭
な
防
災
林
を
つ
く
る
に
は
、
一

本
一
本
が
よ
り
高
く
、
太
い
幹
で
、

豊
か
な
枝
葉
を
備
え
、
よ
り
深
く
、

広
く
根
を
張
っ
た
マ
ツ
を
育
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苗
木
が
小

さ
い
う
ち
は
、
互
い
に
潮
風
な
ど

か
ら
守
り
合
っ
て
生
長
す
る
の
に

あ
る
程
度
の
密
植
が
必
要
で
す
。

し
か
し
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、

隣
り
合
う
マ
ツ
の
枝
が
重
な
り
合

う
こ
と
で
陽
の
当
ら
な
い
下
枝
が

枯
れ
上
が
り
す
ぎ
る
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
マ
ツ
同
士
の
根
が
生
長
を

阻
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

抑
え
、
強
い
マ
ツ
に
す
る
た
め
に

は
本
数
調
整
伐
（
間
伐
）
が
不
可

欠
と
し
、
21
年
に
試
験
伐
採
を
実

施
。「
一
伐
二
残
（
1
列
伐
っ
て
2

列
残
す
）」、
伐
採
率
33
％
で
の
間

伐
が
最
適
と
の
考
え
の
も
と
、
22

年
か
ら
宮
城
中
央
森
林
組
合
や
松

島
森
林
総
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
で
段
階
的
に
本
数
調
整
伐
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
、

全
植
栽
地
の
95
％
が
終
了
。
こ
れ

を
１
巡
目
と
し
、
こ
の
先
数
十
年

か
け
て
、
植
栽
時
の
1
ha
あ
た
り

5
0
0
0
本
か
ら
8
0
0
〜
1
0

0
0
本
へ
と
減
ら
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

開
始
当
初
は
、
伐
採
の
進
め
方

や
伐
採
率
な
ど
、
行
政
や
専
門
家

に
と
っ
て
も
最
適
解
が
な
い
中
で

の
実
施
で
し
た
。
オ
イ
ス
カ
で
は

ほ
か
の
被
災
海
岸
林
に
先
駆
け
て

作
業
を
進
め
、
伐
採
率
の
異
な
る

試
験
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
収

集
・
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

が
将
来
、
ほ
か
の
現
場
で
も
役
立

て
ら
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
林
業
作
業
員
の
役
割
を
補

完
す
る
「
戦
力
」
と
し
て
考
え
、

下
草
刈
り
や
ツ
ル
マ
メ
の
抜
き
取

り
、
溝
切
り
（
排
水
溝
づ
く
り
）

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
、
全

国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
前
後
か
ら
勢
力
を
拡
大
し
た

「
ク
ズ
」
の
除
去
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
力
を
発
揮
。
ク
ズ
は
、
ア
メ
リ

カ
で
「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
旺
盛
に
繁
茂
し
、

巻
き
付
い
た
ほ
か
の
植
物
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
植
物
で
す
。
林
内
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
林
業
作
業

員
が
植
栽
地
の
周
囲
に
薬
剤
を
散

強
い
防
災
林
を

つ
く
る
た
め
に

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
2
次
10
ヵ
年
計
画〈
2
0
2
1

-

30
〉

❶
強
く
す
る
た
め
に
伐
る
！

本
数
調
整
伐

❷
ク
ズ
と
の
闘
い
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

2021年2022年2023年

第
2
次
10
ヵ
年
計
画

ス
タ
ー
ト
！

●
本
数
調
整
伐（
間
伐
）試
験
開
始

●
コ
ロ
ナ
禍
で
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
が
約
1
8
0
0
人
か
ら

3
1
3
人
に
減
少
。ク
ズ
繁
茂

が
深
刻
化

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
4
年
植

栽
地
／
10
・
13
ha
）実
施

●
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
8
6
8

人
ま
で
回
復

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
5
年
植

栽
地
／
14
・
53
ha
）実
施

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
数
調

整
伐
を
初
め
て
実
施
。作
業
前

の
安
全
講
習
も
開
催

●
雇
用
数
延
べ
1
万
人
突
破

●
令
和
2
年
度「
森
林
・
林
業
白

書
」（
林
野
庁
）で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
紹
介
さ
れ
る

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
10
年
を
記

念
し
、名
取
市
海
岸
林
再
生
の

会
が
石
碑
建
立

●「
水
利
科
学
」（
日
本
治
山
治
水

協
会
）に『
名
取
市
海
岸
に
お
け

る
海
岸
林
再
生
植
林
等
の
取

組
み
│
実
行
方
法
と
生
育
状

況
│
』掲
載（
オ
イ
ス
カ
名
取
事

務
所
統
括
佐
々
木
廣
一
著
）

●
タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン
県
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
漁
村

住
民
21
名
の
研
修
受
け
入
れ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

全
体
の
動
き

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
2
次
10
ヵ
年
計
画
の
あ
ゆ
み

メ
デ
ィ
ア
等
で
の
紹
介
3
0
0
回
突
破
！

み
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マツを覆うクズを除去していく（2025年9月）

名取市海岸林の現場で
は、多くのボランティア
と共にツルマメ除去の
作業も体験した

※Eco-DRR
森林など生態系を活用
した防災・減災

病気のマツは枯れて、色が変わっている

石碑が完成！
バンザーイ！

布
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
鎌
と
希

釈
し
た
除
草
剤
入
り
の
醤
油
差
し

を
手
に
、
林
内
に
分
け
入
っ
て
活

動
し
ま
す
。
マ
ツ
の
硬
い
枝
葉
や
、

そ
れ
に
巻
き
付
い
て
緑
の
壁
の
よ

う
に
び
っ
し
り
伸
び
た
ク
ズ
の
間

に
身
を
ね
じ
込
み
、
そ
の
根
元
を

切
っ
て
除
草
剤
を
塗
布
す
る
、
過

酷
で
果
て
の
見
え
な
い
作
業
で
す
。

そ
れ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
足
は

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
協
定
区
域

1
0
0
ha
の
約
25
％
に
侵
入
し
た

ク
ズ
の
繁
茂
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
約
1
万
7
千
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
活
躍
が
な
け
れ
ば
、

現
在
の
海
岸
林
の
姿
は
な
か
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

震
災
か
ら
15
年
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
な
が

ら
、
防
災
を
実
現
す
る
〝
守
る
未

来
〞
へ
と
進
み
続
け
て
い
ま
す
。

第
2
次
10
ヵ
年
計
画
は
後
半
戦
に

入
り
ま
し
た
が
、
海
岸
林
の
再
生

に
は
、
な
お
長
い
年
月
が
か
か
り

ま
す
。
間
伐
や
ク
ズ
対
策
、
こ
の

数
年
に
発
生
し
た
病
虫
害
へ
の
対

応
な
ど
、
多
く
の
人
手
を
要
す
る

課
題
も
続
く
中
、
か
つ
て
の
被
災

地
が
防
災
発
信
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
広
く
次
の
世
代
に
防
災
林

の
意
義
を
伝
え
、
海
岸
林
が
将
来

に
わ
た
っ
て
人
や
暮
ら
し
を
守
る

存
在
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

*
*
*
*

2024年2025年

●
マ
ツ
ケ
ム
シ
が
異
常
発
生

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
6

-

17

年
植
栽
地
／
22
・
78
ha
）実
施

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
延
べ
1
万

5
0
0
0
人
突
破

●
本
数
調
整
伐（
2
0
1
8
年
植

栽
地
／
16
・
1
ha
）実
施

●
全
植
栽
地
の
1
巡
目
の
間
伐

95
％
が
終
了
。年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
が
1
2
7
6
人
に
回
復

●
協
定
区
域
内
で
マ
ツ
材
線
虫
病

を
初
め
て
確
認
。行
政
と
連
携

し
た
対
策
が
急
が
れ
る

●「
松
が
つ
な
ぐ
あ
し
た
」（
小
林

省
太
著
）増
補
改
訂
版
発
刊

●
宮
城
県
よ
り「
令
和
6
年
度
森

林
づ
く
り
・
木
づ
か
い
表
彰
」

を
受
け
る

●
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
5
で
発
表

●
第
48
回
全
国
育
樹
祭
み
や
ぎ

2
0
2
5
開
催
。県
よ
り
宮
城

県
緑
化
等
功
労
者
表
彰
を
受

け
る
。式
典
後
、ご
臨
席
の
秋

篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
、

佐
々
木
統
括
お
よ
び
本
部
の
浅

野
奈
々
穂
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を
得
た

●「
山
林
」（
公
益
社
団
法
人
大
日

本
山
林
会
）に『
最
強
の
海
岸
防

災
林（
宮
城
県
名
取
市
）再
生
へ

の
挑
戦
』掲
載（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
部
長　

吉
田
俊
通
著
）

寄
附
総
額
10
億
円
突
破
！（
助
成
金
含
む
）

活
動
報
告
会
開
催
3
0
0
回
・

　

参
加
者
4
万
5
0
0
0
人
突
破
！

名取市海岸林から海外へ！

広がる防災・減災の森づくり

スタン
オイスカインドネシア 
マングローブ植林プロジェクト
調整員補佐
（カランガニアル研修センターOB）

　私は中部ジャワ州スラマン県を拠点に、ジャワ島北岸の
７県3,500haのマングローブ植林プロジェクトの調整業務と、
ドローンを使ってマングローブの生育や高潮の被害状況を
把握し、正しく植林が進められているか確認する仕事を担
っています。沿岸地域では、地盤沈下や海岸浸食で住民た
ちの生活が脅かされており、各現場の調整員たちと共に、
植林で内陸の人々の暮らしや自然を守ろうと、日々格闘し
ています。
　海岸林再生プロジェクトの現場を訪れたのは、2019年、
オイスカの各国の植林プロジェクト責任者が集まる「Eco-
DRR※研修」に参加した際のことでした。そこで、名取市
海岸林の長期的な保育技術をはじめ、各地の防災・減災に
かかる造林の現場を実際に見て学ぶことができ、その経験
が今のモチベーションとなっています。
　マングローブ林を未来につないでいくため、ほかの調整
員やさらに若い世代にも、日本の森林再生や沿岸防災技術
を学び、体験する機会を持ってもらいたいと思います。

活
動参
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Vol.17

東京都水の科学館で、水の循環や大切さについて学びを深めた。
右端が親善大使として来日したノルチョーさん（当時）

日本の小学校を訪問。当時は学校交流が活動の中心だった

SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

「
子
供
の
森
」計
画　

子
ど
も
親
善
大
使
事
業

小
さ
な
リ
ー
ダ
ー
が
各
国
で
活
躍
！

2017年

「子供の森」計画の取り組みのひと
つに、現地で活動に参加する児童や生
徒の代表を日本に招聘する、子ども親
善大使事業があります。1994年の開始
以来、親善大使たちは支援者への活動
報告をするとともに、同世代の子ども
たちとの交流を通じて学びを深め、そ
の経験を母国での取り組みに活かして
きました。当初、現地の活動は植林が
中心でしたが、時を経て、ごみ問題や
生物多様性などの多岐にわたる課題や
環境意識の啓発にも取り組むようにな
りました。それに伴い、親善大使事業
でも日本の先進的な環境保全や環境教
育を体験するプログラムを取り入れ、
帰国後の活動に活かすための知識や意
欲を育んでいます。
2017年に、親善大使として来日した

ノルチョーさんは「木々の中、土や葉
に触れ、自然の音に耳を傾けながら遊
んだことは、普段味わえない楽しさだ
った。一緒に来日したインドネシアの
友だちと活動する中で、国を越えて助
け合うことや思いやりの心も身につい
た。そして自然は多くのことを教えて
くれる存在だと気づくことができた。 
これらの体験は、今でも自然を大切に
思う気持ちにつながっている」と当時
を振り返ります。
各国からは、親善大使OB・OGたち
が、現地の森づくりや環境教育、地域
の課題解決に小さなリーダーとして取
り組む姿が数多く報告されています。 
こうして子どもたちの経験や学びは、 
国を越えた交流を育みながら、未来の
環境を守る力へとつながっています。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

親善大使の経験をきっかけに
日本が大好きになり、ミャン
マーのオイスカ研修センター
で日本語を学び、現在留学生
として日本で生活しています。

1997年

ノルチョー
ミャンマー エサジョ郡出身
（2026年）
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OISCA

レストラン

グラブ・ジャムン

甘すぎる～！
（炭焼き専門家の千田淳さん）

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」を紹介します！

H
A
N
D
M
A
D
E

モンゴルの厳しい大自然の中で育ったオーガニックウールを、伝統的な
フェルト技術を活かして、一つひとつ手仕事で仕上げたスリッパ。冬は暖
かく夏はさらりと快適。手仕事ならではのやさしい履き心地です。研修生
OGトゥメンさんが立ち上げた女性自立支援プロジェクトをオイスカ熊本
県推進協議会が引き継ぎ、オイスカモンゴルと協働して、さまざまなフェ
ルト製品を現地の女性たちと共につくっています。

世界一甘い！？ インドのお菓子

（熊本県推進協議会M）

売り上げの一部は、
生産者と現地の活動への
寄附になります！

　ある時、オイスカが活動するガンジス河流域のバ
ラナシという町で、現地の運転手さんにおめでたい
ことがあり、ご馳走してくれました。味にクセがな
く、スパイスやハーブがふんだんに使われるインド
の食べ物の中では、日本
人にも難易度が低めだと
感じましたが、現地で指
導に当たる日本人専門家
は「甘すぎる～！」との
こと。人によっては強烈
な甘さのようです。（海外
事業部　山本悠里）

　グラブ・ジャムンは「世界一甘いお菓子」ともい
われる、ドーナツをシロップに漬けたとても甘いイ
ンドのお菓子です。「グラブ」はバラ、「ジャムン」は
果物の名前を意味し、シロップにバラの香りづけが
されていることと、形がジャムンに似ていることが
名前の由来なのだそう。濃縮乳や小麦粉、砂糖、油
脂などでできたドーナツ生地を揚げたものを、砂糖
と香りづけのローズウォーターやカルダモンなどの
スパイスを使ったシロップに漬けてつくられていま
す。結婚式やお祭りなど、お祝いの場で食べること
が多いようですが、レストランや屋台などでも売ら
れ、どこでも気軽に食べることができます。

屋台でも
食べられる！

ハンドメイドのモンゴルスリッパ
「熊本×モンゴルプロジェクト」製品

これ食べてみて！
（運転手さん）

プロジェクトHP
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大きな被害を受けたボイラー棟

クリスマス会は毎年大盛り上がり！

洪水被害が深刻だったパンナラ学校では、400人の生徒を対象に学用
品を寄贈
　　　　　　　

研修センター日記

2025年2月にスタートした今年度の研修も、今年の3月で終了。
1年を通して、たくさんの勉強、実習、交流を行いました。当初、
9ヵ国1地域から集まった研修生たちはぎこちなかったところもあ
りましたが、多くの経験を分かち合い、今では家族やきょうだいの
ようになりました。昨年12月末に開催したセンターの忘年・クリス
マス会では、研修生が仮装し、彼らの普段見られない一面を見るこ
とができて、皆でお腹を抱えて笑い合いました。会には農業ボラン
ティアの皆さんも参加いただき、楽しいひと時を過ごしました。
　いよいよ研修修了に近づきましたが、彼らがこれから母国でどん
な活躍をみせるのか、楽しみです。一年間応援ありがとうございま
した。（廣瀬）

Vol.4 西日本研修センター

1年間の研修の締めくくり

博多のクリスマス
イベントにも出演！

2
0
2
5
オ
イ
ス
カ
冬
募
金

ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ル
達
成
！

　
「
こ
の
地
球
で
、
こ
れ
か
ら
も
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
し
た
2
0
2
5
オ
イ
ス
カ
冬
募

金
は
、
開
始
か
ら
12
日
で
当
初
の
目

標
7
0
0
万
円
を
達
成
。
期
間
終
了

ま
で
に
、
ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ル
1
0
0

0
万
円
を
超
え
る
1
千
25
万
3
3
0

6
円
（
4
3
3
人
／
1
月
31
日
現
在
）

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
今
回
の
募
金
で
は
、
昨
年
11

月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
お
よ
び

ス
リ
ラ
ン
カ
豪
雨
災
害
へ
の
支
援
も

受
け
付
け
て
お
り
、
現
地
で
は
段
階

的
な
復
旧
と
支
援
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、

世
界
各
地
の
活
動
や
災
害
支
援
の
現

場
で
大
切
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

フ
ィ
リ
ピ
ン

　

昨
年
11
月
に
台
風
25
号
（
カ
ル
マ

エ
ギ
）
の
被
害
を
受
け
た
バ
ゴ
研
修

セ
ン
タ
ー
で
は
、
敷
地
内
で
倒
れ
た

大
木
の
処
理
や
屋
根
が
壊
れ
て
雨
漏

り
が
す
る
建
物
な
ど
の
修
繕
を
、
被

災
直
後
か
ら
優
先
的
に
開
始
し
、
復

旧
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
11
月
末
に

は
予
定
し
て
い
た
日
本
か
ら
の
訪
問

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
状
況
に
ま
で

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
手
つ
か
ず

の
施
設
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
セ
ン
タ
ー
の
行
う
養
蚕
普
及

事
業
の
重
要
施
設
で
あ
る
製
糸
場
の

ボ
イ
ラ
ー
棟
や
壮
蚕
所
は
倒
壊
し
、

復
旧
の
目
途
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
も
修
理
の
必
要
な
建
物
が
多

く
、
今
回
の
寄
附
金
等
を
活
用
し
て

今
後
可
能
な
箇
所
か
ら
復
旧
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ

　

昨
年
末
に
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
ス
リ
ラ
ン

カ
で
は
、「
子
供
の
森
」
計
画
に
参
加

す
る
学
校
を
通
じ
た
支
援
を
続
け
て

い
ま
す
。
特
に
ク
ル
ネ
ー
ガ
ラ
県
内

の
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
を
対
象

に
、
制
服
用
の
生
地
や
文
房
具
な
ど

の
学
用
品
の
寄
贈
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
家
も
す
べ
て

水
に
つ
か
り
悲
し
か
っ
た
が
、
ま
た

勉
強
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
声

も
届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
イ
ス

カ
が
日
頃
か
ら
連
携
し
て
活
動
す
る

国
立
青
年
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
N
Y

S
C
）
の
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
も
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

研
修
再
開
に
向
け
た
資
金
的
・
人
的

な
協
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
・
支
援
状
況
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編 集 後 記

今号のニュース（５ページ）で四国研修センターの
修了式の写真を掲載しましたが、実は候補に右の写
真もありました。国籍や言葉、文化が違っても、は
じける笑顔で飛び上がって共に喜びを分かち合える。
そんな仲間と出会い、国境を越えた親愛の輪が広が
ることが、訪日研修の魅力であり、ひとつの大きな
成果であると感じます。（倉本）

次号予告
OISCA 3月号　
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アートディレクション／土肥幹人
デザイン／土肥幹人　坂巻貴行
印刷・製本／株式会社ケープリント

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

2
0
2
5  

オ
イ
ス
カ
冬
募
金

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
5
年
11
月
1
日
〜
2
0
2

6
年
1
月
9
日
ま
で
の
間
、
本
部
登
録

済
分
。
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
特
別
法
人

【
富
山
県
支
部
】北
陸
電
力
送
配
電
株
式

会
社【
大
阪
府
】株
式
会
社
地
球
の
た
め

に■
維
持
法
人

【
石
川
県
】北
陸
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株

式
会
社【
愛
知
県
】株
式
会
社Japan Uz 

Trade House

【
福
岡
県
】有
限
会
社
玄

海
砿
油

■
維
持
個
人

【
宮
城
県
】鈴
木
賢
司【
福
島
県
】谷
口
保

夫
／
菊
池
亮
介
／
物
江
麻
衣
子【
茨
城

県
】仮
屋
茂【
愛
知
県
】井
上
知
足
／
佐

藤
勝
代
／
平
松
正
樹【
香
川
県
】松
熊
秀

樹【
徳
島
県
】木
内
緑

2
0
2
5
年
11
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。  

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
佐
伯
栄
子
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
／
フ
ィ
ジ
ー
で
の
活
動
に
1
5
0
万

円●
九
州
電
力
生
活
協
同
組
合
／
人
材
育

成
事
業
と
海
外
開
発
協
力
事
業
に
合
わ

せ
て
1
0
0
万
円

●
花
王
株
式
会
社
／
海
外
開
発
協
力
事

業
に
70
万
8
6
6
3
円

●
堤
義
員（
千
葉
県
）／「
子
供
の
森
」計

画
に
63
万
円

●
四
国
電
力
総
連
／「
子
供
の
森
」計
画

と
啓
発
普
及
事
業
に
合
わ
せ
て
40
万
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
36
万
9
3
0
0
円

●
オ
イ
ス
カ
中
華
民
国
総
会
／
ミ
ャ
ン

マ
ー
地
震
復
興
支
援
に
36
万
円

●
一
般
社
団
法
人
M
D
R
T
日
本
会
／

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
30
万
円

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
株
式
会

社
宮
城
支
社
／
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
20
万
円

●
社
会
福
祉
法
人
西
日
本
新
聞
民
生
事

業
団
／
人
材
育
成
事
業
に
18
万
円

●
株
式
会
社For N

ature

／
人
材
育

成
事
業
に
13
万
9
0
0
0
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
28
万

2
8
6
0
円

●
石
川
隆（
北
海
道
）／
海
外
開
発
協
力

事
業
に
13
万
1
2
5
0
円

●
オ
イ
ス
カ
碧
南
高
浜
推
進
協
議
会
女

性
部
／
啓
発
普
及
事
業
に
12
万
9
6
9

7
円

●
株
式
会
社
木
下
写
場
／
人
材
育
成
事

業
に
11
万
円

●
大
豊
工
業
株
式
会
社
／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
1
3
2
8
円

●
雨
谷
麻
世（
東
京
都
）／「
子
供
の
森
」

計
画
に
10
万
円

2
0
2
5
年
12
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま

で
に「
2
0
2
5
オ
イ
ス
カ
冬
募
金
」に

い
た
だ
い
た
寄
附（
10
万
円
以
上
）は
次

の
通
り
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
株
式
会
社
大
江
鐵
工
／
1
0
0
万
円

●
株
式
会
社
フ
レ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
／
20
万
円

●
薦
田
稔（
福
岡
県
）／
15
万
円

●
瓜
生
道
明（
福
岡
県
）／
10
万
円

●
久
和
進（
福
岡
県
）／
10
万
円

●
古
川
淑
子（
福
岡
県
）／
10
万
円

●
根
本
明
美（
福
島
県
）／
10
万
円

●
山
田
雅
則（
神
奈
川
県
）／
10
万
円

●
森
藤
左
ェ
門（
愛
知
県
）／
10
万
円

●
川
崎
浩（
茨
城
県
）／
10
万
円

●
泉
雅
文（
香
川
県
）／
10
万
円

●
東
洋
金
属
株
式
会
社
／
10
万
円

●
八
十
川
紀
夫（
香
川
県
）／
10
万
円

●
石
見
す
み
え（
埼
玉
県
）／
10
万
円

●
有
限
会
社
大
地
企
画
／
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Hayashi Kumiko

 

色とりどりの伝統衣装
サルワールカミューズ
を着て、だるそうにし
ているのは、まだ頭も
体も目覚めていないか
ら。 体操でシャキッと
目覚めてから掃除場所
に向かうのが、毎朝の
日課です。
（バングラデシュ女性
研修センター）

TOPIC
南の海を愛した男が
託した未来（仮）

5MAY
2026



■
令
和
8
年
3
月
1
日
印
刷
■
令
和
8
年
3
月
5
日
発
行
■
オ
イ
ス
カ
■
通
巻
7
2
1
号

3
M
A
RCH

20
26

WESTERポイントで
子どもたちと一緒に森を守ろう！

あなたの「WESTERポイント」が子どもたちが植える“未来の苗木”になります。
例えば、3,000ポイントが苗木10本分の支援に！

JR西日本グループ共通ポイントサービス「WESTERポイント」を通じて、はげ山が広がり、環境劣化が進む
フィリピン・ルソン島北部の森林再生を支援しませんか。現地では地域に緑を取り戻すため、
学校を拠点に子どもたちが自ら苗木を植え、森を育てる「子供の森」計画が進められています。

あなたの寄附が、子どもたちの森づくりを後押しします。

下記QRコードから
専用ページにアクセス

もしくは「WESTERポイント 社会貢献」で検索！

ポイント寄附はこちらから

Step1

「森を育て、人を育てる。
アジアの森林再生プロジェクト」を選択

100ポイントor1000ポイントの寄附ができます。

Step2

カートに入れ決済画面へ

Step3

未来の森を
一緒に

つくりませんか？
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